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投
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で
き
る
方
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A
E
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綴
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帯
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布
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移
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@

一
丁
践
的
後
際
経
雨
明
及
川
V

官
帰
依
支
部
閉
昨
今
ま
で
N
H
点
線
ま
で
で
し
た
が
も

移
転
に
と
も
な
い
然
9
投
票
区
的
布
佐
れ
か
ら
は
、
実
線
、
法
令
が
第
四
校
減
廷
す
。

族
的
一
部
が
絞
め
よ
う
h
H
務
組
役
務
区
に
な
リ
ま
す
“
し
た
が
っ
て
点
線
か
ら

内同月
8
呂
町
衆
紬
削
除
議
員
線
検

お
投
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で
き
る
方
は
、
門
口
受
閲
兵

で
決
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酬
別
件
キ
品
情
ah.
ホ
久
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挙

人
々
背
始
時
に
九
景
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開
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札
て
い
る
ガ
C

みず。
川
山
泌
総
例
年
刊
M

月
6
m口
ま
で
抗
議

ま
れ
た
織
的
級
以
上
的
考

俗
昭
和
側
間
同
年
8
R月
M
m
uま
で
に
転
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治的{装f議行政l立、谷1;1髭ぞ級車道を話予んでし、ますが、 ま

だみなさんに知られていない校卒もたくさんあります。

はさどやかな務合門家て寸土、 3虫淡なf装[迷喜請さんのi的燃や、

各主義的側主液中Il談や検3舎が行なわれています。今震設{止、 8 

7J人的健機をl'る{祭健絞めf:t:C事を紹介してみましょう。

ガ
ン
と
問
問
い
た
だ
け
で
‘
身
内
?
く
り
ま
十
。
婦
人
ガ
ン
ゼ
ロ
管
制
問
ざ
し
て
品
川
な
つ

か
単
に
そ
れ
ほ
ど
庁
ン
に
会
っ
た
ら
し
か
し
も
ガ
ン
と
彩
縦
怒
れ
て
も
、
て
い
る
嫁
人
ガ
ン
検
診
だ
け
で
な
〈
、

も
う
お
し
ま
い
ど
と
誘
う
繁
芯
が
舟
に
治
燦
す
る
た
め
は
多
柑
倒
的
入
綴
紫
、
予
定
織
的
に
行
な
っ
て
い
る
問
問
ガ
ン
検
診

つ
い
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
a

部
開
授
が
か
か
り
、
お
い
そ
れ
と
は
革
術
一
回
苧
液
晶
司
診
者
役
5
5
1
人

二

今

し
か
し
、
こ
れ
は
ど
お
そ
ろ
し
い
が
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
や
そ
こ
部
品
倒
的
て
行
令
っ
た
肺
が
ン
検
診
と
ガ

ン
で
き
之
も
早
期
発
隊
列
早
湖
凶
同
臨
時
を
で
.
中
市
は
‘
安
心
し
て
苧
期
間
を
後
け
て
ン
対
策
に
一
一
活
性
…
一
殺
の
手
段
を
つ
〈
し

行
令
、
え
ば
、
治
る
と
畳
間
う
こ
と
が
、
治
も
ら
う
た
め
に
、
人
険
制
門
手
品
川
山
間
を
て
市
内
か
ら
恐
憾
の
庁
ン
を
も
問
絞
し
ょ

で
行
合
っ
て
い
る
総
人
が
ン
絞
鈴
で
立
中
巾
が
滋
資
し
よ
う
と
ぎ
う
馴
刷
療
を
品
川
瀦
ヲ
と
や
っ
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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き

れ

て
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す
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事
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し
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・
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検
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縮
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山

説

持
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約
2
万
人
(
約
持
%
)
が
受
診
し
て
綿
入
ガ
ン
だ
け
で
な
く
宅
市
内
然
然
殺
さ
ん
に
は
M
m
初
訪
問
ぞ
ア

γ
パ
イ
ス

1
5
9人
)
会
ど
を
げ
な
う
て
い
る
ほ

お
り
喰
そ
の
ヲ
九
時
人
円
単
行
が
発
見
殺
務
は
、
ま
と
れ
~
く
き
ん
あ
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ま
す
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を
し
て
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ま
す
。
か
、
換
の
仕
事
的
パ
リ
，
ク
ア
ヴ
プ
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れ

て
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檎
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1
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榊
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光
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。
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雲
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取
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ま
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っ
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し
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‘
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よ
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多
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使
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よ
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だ
め
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邸
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。
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行
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潤
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ど
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と
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検
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縫
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3
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が
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仲
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お
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ど
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ら
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ど
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え
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、
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収
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え
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れ
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、
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に
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る
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襲
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パ
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を
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で
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出
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3
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よ
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セ
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た

事

m
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ン
セ
ン
ト
や
ブ
ラ
グ

2
る
ん

人
的
役
に
立
つ
ニ
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が
け
て
い
て
総
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し
て
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裁
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後
初
総
合
惜
持
続
1
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濃
日
…

L
W
保

健
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る

も

的
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し

め
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す
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総
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、
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縫
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縫
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燃
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、
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か
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兇
不
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縫
借
倒
し
て
コ
ゾ
コ
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ま
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っ
て
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い
か
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ま
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す
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ぷ
ぱ
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台
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円
M

何月
0
0

院
は
札
制
肝
間
後
1

針
供
養
は
、
江
戸
時
代
的
鵠
人
的

1
年
中
拍
車
づ
級
料
ル
¥
こ
め

g
1

年
中
行
事
で
、

2
n
g
Hに
も
行
う

日
だ
け
は
休
ま
せ
よ
う
'
に
こ
ん
じ
地
方
が
あ
る
よ
う
で
す
号

や

〈

や

一

豆

腐

に

針

を

さ

し

明

治

的

演

ま

で

め

裁

縫

簡

な

り

‘

お

お

そ

縫

め

て

仲

間

疫

の

家

で

は

‘

針

子

だ

ち

獲
し
流
し
た
り
し
ま
す
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F
Z
L

が
晴
れ
裁
を
き
て
耐
捕
ま
り

特
に
官
授
に
と
っ
て
縁
、
品
隷
海
山
町
紙
日
開
蹴
み
そ
っ
く
り
1
年
間

針
川
叫
ん
昨
何
日
出
生
ぷ
に
崎
市
け
き
紅
、
に
絞
れ
た
縫
針
と
と
も
に

き

ま

よ

忍

で

し

ょ

う

。

品

。

淡

議

長

え

ま

し

た

匂

童

話

芸

う

こ

と

牛

l

縫

号

、

選

挙

警
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で
き
る
よ
う
に
、
紘
一
縫
〈
必
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よ
う
な
品
川
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一
説
絡
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が
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ま
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な
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よ
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、

針

を

き

し

た
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間
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闘

い
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り
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3
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F
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滋
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縫
針
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て
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迎
え
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叫
洲
町
気
持
ち
は
忘
れ
な
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よ
う
じ
し

は
な
い
守
し
よ
う
か
e

ど
い

L
の
で
す
。
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株
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…
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一

来
春
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保
育
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入
盟
申
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お
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日
に
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V
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加
山
一
円
台
総
本
)
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中

1
一
必
は
、
続
々
全
付
け
て
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ま
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、
ポ

ロ
一
作
4
・什円

1
行
恥
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分
に
つ
い
ぞ
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対

日

一

成
一
数
孔

知
一
閉
山

一
関

び一郎
一
審
問
一m本
一
位

刊

H

日
正
午
ま
?
に
中
州
尚
子
同
視
さ
え
い
渋
ま

せ
て
ド
ぢ
い
〈

保
山
内
約
に
人
制
て
き
る
級
品
中
は
セ
広

報
H
H
H
H
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μ
ち
を
吋
)
町
川
い
?
公
じ
い
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山 3》キ123mtNi苦悩麟麟麟麟欝鞠制右手江主守布告げ訂虫色で
日制 12に認を品?会判長謀計j麟麟欝騒騒謹師以誉会jsz::ω たぷ二日
24UH H23片品主主主主主;麟欝麟盤騒騒騒設ムJ官 ぞれ翠義翌日河口 2

立以ド受ぬ書 C32た日麟轟轟轟轟轟轟轟轟菌学つ :;主主義主守愛護王寺とこ 縁

日刊刊行問医科iH麟鱗機騒会ザド25ifiHfM
~陣織欄麟鵜繍麟鵠轍轍輔議鱒翻 F口め り z Eべ豪李主ぺ宮て誌な

;;1 lH!!-?狩叫11持出叫…1d山山td山ihh:リ!?山ihhji;;;川t3叫!什州 武石 武…[ I;el 魂叩 雪 1言喜喜砂5喜実

品募集計izpおこすしはし長とどましiT55汗日戸♂i
叩トリ 2雪i脅ぶ主主主会主主2三五之士号22ういえji長いつ ら迷

三言T官主主e:?毛5;t5??SZZ宅問52:高 f投与
て主主zc号: 七会 j Z三百持???ZA U喜55; f 
tZ2主主211t z計三三善之と 義主は士主主Z手 す
号tZE嘉謹公弓?γJL234Ai;主主三宮与セも
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，.主聖4吾 子!共といっしょに道義よ
事が好きなお歳以下町努女。

..a毒鍔午餅i!9時から午後 6s'，華
問い合わそi乏生徒・ j詩話事実共‘

植m暗83…1081へ?を織にお籾い
します。(役会教育器製)

険会資 750fIl 

静持参易 量生(巧えのもらないブリ

キ的フ夕、 20む務X30c問、 i撃さ1.5

明-2Cf材、手ふ春、エプロン、

スプ ン{大ノj、各1本)、新11自然、

主事耳具百

，.主主燥 40名

惨受f守 12月14<まから湾総で公E己

主主へ宮82…0515.会代は当日持参

してドきもも。(中炎公民総)

子域合
一般分譲住宅

怒哀15吉年12月8日から継殺し

ご!県内に騰f主または勤務先丹あ

るHを対象に、 ニ予子猿7市昔τ下-象総是台i住支
宅域的設徐泡忠金括倣遣公桜稼撃語滋岩宝資寄付 H階昏

菱幾霊分誤{住土埼淑3を募主集義し 3ま主

F努砂所復封鎗畠 千若綾寧市千1域減f合3現液巨41下
命

tl2れH漆芽ほか。

事惨事込き毘付録f議 12月3時{金}

から 7日{火}、午前9袴紛争予

から午後4時〈土・務総日も王手

伝どおり受付けます}

詳しくは、対防法人千淡路都

市公社重義務第司書事護義務第二詩型

野制72(24) 1771、 (27)品31

ヘ必問い合わせドさい，

ガールスカウト

..著書主義人主義 小学校1年生61号、

2'手放2名的役、8名c

..申込 1211 2・3・4詩的IIIJ

に[]j'整災祭・問中j;ffi子{久作家

555'" 7 )官83-3107

… 
からd松歩本i岱銭主翠H符寄諸綴JIに二J冷骨草議華i綴車、 ベビー

ベジドめ若手砲がありました。

歩間中iJL15ん(.ドヶ凶57叩1)か

的福祉事務所仁電気え1~‘電子"

T…持寄贈がありまし

参塗111まつ干さん(栄7… 6)か

ら指紋務委設に101Jf!l約寄付があり

ましたa

官 (82)0521 

2託激忠士註 m章子市t:JiJJ2-13-
13 智治2)2268 

電話による申込も受けつけますn

{野鳥を守る長会)

来年1月に成人王宮をi型えるん

なたの主主義を凝集します9

惨罪義 務自

..議後 400学芸書採稿用紙に5

1支以内

惨主費総 B話干U31年4112日から

32悠4月 111めr.耳にぎ色まれた1]

3惨事事。'j IIilfl151i!'12月25時まぞ

惨送り先 我孫子市綾子晶子1858

孝生孫子市教育委員会役会教育線

iぽ干高を害容絞られた1]1工は‘記

念品金総量Lます。

{技会教育会審撃}

( r冬休み教家J の 1 
¥ f主役.t嵩議事男ノ

争1'(?在学童クラブは、きH本み

教室めさ色と指導i還を募集L

います。

。生徒

砂対象小学生

事砂翼E事詩! 12月18自から 1月14H

の fノE

砂時罪署 ド校時から午後日時ま

で泊ただ L、 ~f*)弘中は午前 9

待かり。

砂会事務 1'1空間!日量生資年館学一議

クラブ室

Qlj皆<'Hl

多異議日 12月118. 13日‘15El . 

16日・ 18詩

砂場緩和松戸スタ ランド

..主筆F百 20001弓{災級料持浴

料・交遇税.，葺皆料をむ〉

争終重量 O識から 3主義まむを除

く$1廷内釘。

参事事主義人録 70名

..申込書書燃 12月1詩から6日

{ホ総は午西空中、 日野誌は除()

丹、 9時から16s寺町tHlι校長会教

育課へ申込んで下巻、、世82

1151内線294 走路になワし

l、締切ります。

言議築寝潔還時消Iはま 2 時}際;詩努;号!Lb 竃潟鶏~I

ヲ叉三=主Eず台?塑釈:し、 中と公災直言内いれ乙

かへ8時30分に集合して下きし迎。

泌i!l!"スがHliす"

{社会教官諜}

本エレウトーン

ド *ダブルベッド

ルガン *げた箱

み:;.;;バギ{軍事

券連絡先頭ヱ線l

惜昌2-1151内線281

"12月2a (*)市民総裁室
12持23S(水)中央公災総

雲寺1闘は10時か匂15待までて'す

券相談内軍事 。滋~年金機もまの E草

食年金設定員背求、そのi車 切のそF

緩急についてG各持t迫害事年金設定

請求争後き仁ついて。

炉核談鈴 給椴社会i家主主事務j昨年

金等専門官、社会保主主税務士

([1!li思専念諜)

U{H!l51年皮肉計主主総裁期検殺が

ドお次的日終て?行われます。

〈議二ζ課)

んから

立広務筒15鋭、造手石5線的

宮子喜替がありました。公民館でf吏h

ぜていただきますふ

傍きんのご好意:に総裁L、有効

に後おせていただきます。

必も盛明るい鵠題

により

が集まりま L心。みなさま的-協

力ありヵeとうございま L1.よ裕

事砂熊塚ま亙金?主主主のみなさんから合

j乳17惨めお兇事撃としてま万円いた

と'きました。

きか神山総うたさん(中時1558-27)

¥勤労者 ¥ 
¥ "00違憲将棋"大会¥

参現時昭和52'1'1月初日 (8)

'pf圭1>>;¥'

..域主再 .lfT'1市勤労綴技会館
炉参加資裕 [，号一事手住所内丹鈴労

昔で倒成する 3名を 1チ…ムとし苛

1ヰミ議所l十一JAどけしから勢1mで

ませんo

b統合方法 ユ人的4防長互に分け、
ト…ナメント万点としますω

o!liJII1ti、 活fiと向 。持制時計、 鎌

ヶ谷市 01:会戸市、 i/.tll11fJ Off' 
関市、柏市¥J記長 hli

所得チーム主主{之、 i胡3平・ 4キli¥と

idキj虫12<'.10チ…ムと L

是韮合わせは当時会場で各うや ム

代表的柑b援で決定し、 3選手によ

る3け}.Jで静般をuとめまーし"1#話
時:1IJIま1耳切としさ l詩;J1¥30分以内

し、 NM'主総占きが互先、 1トH真誌

:'fl宅Fで行います。

IH寺ち紛 争Jmチ…ムは循臼{ヱi与

仁、 I'nj年・ mJiを2m附主主して iご
さL、。

事快参主豊重量 無料

許申込 1阜市JI!労政事務所

器0473(22) 2494まれ

(1碕:c課)

E盟主そ.qと金第3総分保険料円株主耳
露支は12月ヲIUJてずす。 lil1' 2員草分

は、すでに総長丹限が岩盤ています。

絞め忘れがないかどうか、もう

一凌お総べ下きい。

保険料約締車m.は毛毎年6月
哲Jj・ 12月 2flめ各丹町米詰と

きれています。これを際限までに

約めないと将来年金が受けられも

くな.，1場合があります。

納的t
2"年苧苦稼言までグ的》乃う分Fであれば‘ 社会保
険事務所に約めれば協に介います

から以前同探検特仁ついて絞めて

下ト」

年金が喧:けられないというこ

になんないよう、保険料はぜ)1総長

までに必ず約めましょう e

(1箔!<;年金総}

ネ女L電線ベビートイレ (1500ドJ

で} 治二率霊式洗}親機 (1万Pl

で*ソ7ァーベッド (2J:i 

fI]てす *リンナイ赤外線ブ口

*1<アチ

トーブ(5年

*オート I~イ

*1ミイヴ

務定資話器税 3童書分

(今月の納戸〉
tll策徴収
@損害器

@場所

事専問寺.，議工会銭・悶北古支詩

政

相

談

行
12fllO日

{金〉

1喜善寺-15U寺

商工会館

人
権
擁
議
招
設

印織沼
探鳥会

事b釘徳寺 12月12詩 (日)午脅さ9f.寺

中央公E主主事務築介 (m7ミ中，t)

..持ち鈴 骨当、ヌ主総

惨事華F百 "スfI:と Lて大人12001']

子供(寝室況から中学生)700円

惨串込

渡辺発機:災者:子市高野山556
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